
　
利
用
音
数
は
ほ
ぼ
毎
年
、
六
万

人
を
超
え
て
い
る
。

　
岡
山
市
京
山
公
民
館
（
同
市
伊

島
町
）
は
、
市
内
の
Ｅ
十
四
公
民

館
の
中
で
、
利
用
状
況
は
常
に
ト

ッ
プ
ク
ラ
ス
。
た
だ
、
地
域
内
は

転
勤
族
が
多
く
、
住
民
の
横
の
つ

な
が
り
が
薄
い
。
ま
と
ま
り
に
欠

け
る
と
い
う
悩
み
も
あ
る
。

　
　
「
人
が
っ
な
が
っ
て
自
立
し
た

地
域
を
つ
く
る
た
め
、
持
続
可
能

な
開
発
の
た
め
の
教
育
（
Ｅ
Ｓ
Ｄ
）

を
実
践
し
た
い
」
。
二
〇
〇
三
年

夏
、
公
民
館
を
訪
れ
た
旗
振
り
役

の
池
田
岡
之
（
四
七
）
日
‥
同
市
伊
福
町

＝
の
思
い
は
、
「
公
民
館
を
地
域

づ
く
り
の
拠
点
に
」
と
願
う
館
長

の
杉
村
洋
子
（
五
九
）
に
通
じ
た
。

　
　
「
環
摂
を
テ
ー
マ
に
設
定

し
、
プ
レ
講
座
を
経
て
、
○
四

年
度
か
ら
館
主
催
講
座
「
京
山

地
区
Ｅ
Ｓ
Ｄ
環
境
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
（
Ｋ
Ｅ
Ｅ
Ｐ
）
」
が
始
ま
っ
た
。

‐
プ
に
分
か
れ

（
年
四
回
）
に

は
毎
回
、
小
中
学
生
や
大
学
生
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ら
七
十
人
前
後
が

参
加
す
る
。
公
民
館
講
座
と
し
て

は
大
成
功
。
だ
が
、
回
を
重
ね
る

ご
と
に
、
顔
触
れ
が
同
じ
で
活
動

が
広
が
ら
な
い
、
と
い
う
ジ
レ
ン

マ
が
募
っ
た
。
必
要
な
の
は
「
地

域
に
浸
透
す
る
仕
組
み
岩
っ
た
。

　
そ
こ
で
昨
年
十
月
、
池
田
と
杉

村
は
、
地
元
町
内
会
や
婦
人
会
、

老
人
ク
ラ
ブ
の
代
表
、
小
中
学
校

長
ら
で
つ
く
る
公
民
館
運
営
協
議

会
に
呼
び
掛
け
、
「
協
議
会
と
し

て
Ｅ
Ｓ
Ｄ
を
推
進
す
る
」
と
の
合

意
を
得
る
。

　
メ
ー
ン
行
事
と
し
て
盲
Ｓ
Ｄ

デ
ー
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
開
催

を
決
定
。
時
期
を
今
年
二
月
と
し
、

地
球
温
暖
化
防
止
対
策
の
一
環

で
、
電
気
や
水
の
節
約
な
ど
に
取

り
組
む
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ー
ト
」

運
動
を
地
域
で
展
開
す
る
こ
と

も
決
め
た
。

　
シ
ー
ト
に
は
「
冷
蔵
庫
の
罪

は
す
ぐ
閉
め
た
」
　
「
レ
ジ
袋
は

も
ら
わ
な
か
っ
た
」
な
ど
、
十

の
取
り
組
み
目
標
が
あ
り
、
実

践
し
た
項
目
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て

い
け
ば
、
十
日
間
で
Ｃ
0
2
を
ど

れ
だ
け
削
減
で
き
た
か
グ
ラ
ム

単
位
で
計
算
で
き
る
。

　
今
年
一
月
七
日
。
第
一
回
実

ＫＥＥＰはこの冬、環境点検とＥＳＤを地域に広

げる運動を展開した＝１月、岡山市京山公民館

行
委
員
会
に
は
、
小
学
生
か
ら

高
齢
者
ま
で
約
Ｅ
十
人
が
出
席

し
た
。

　
京
山
中
耕
学
部
は
温
暖
化
防

止
の
座
談
会
を
提
案
。
伊
島
学

区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
長
の

村
岡
鹿
次
宅
七
）
は
、
昔
の
生
活

を
伝
え
る
語
り
部
に
立
候
補
。

換
、
生
物
多
様
性
の
確
保
な
ど
環

境
保
全
を
中
心
に
取
り
組
む
こ
と

を
明
示
。
多
様
な
団
体
、
個
人
の

連
携
を
重
視
す
る
ほ
か
、
地
域
に

立
脚
し
た
活
動
を
支
援
す
る
こ
と

な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
京

山
地
区
は
一
足
早
く
、
国
が
示
す

モ
デ
ル
的
な
活
動
を
模
索
し
て
い

同
学
区
婦
人
会
長
の
末
房
富
美
た
。

子
（
六
三
）
は
エ
コ
料
理
の
指
導
を
　
　
地
域
の
団
体
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ

申
し
出
た
。
「
ど
ぅ
せ
や
る
ん
　
Ｉ
ト
を
手
配
り
。
伊
島
小
、
津
島

だ
か
ら
た
く
さ
ん
来
て
も
ら
お
　
小
は
高
学
年
を
中
心
に
輪
を
広
げ

ろ
」
。
約
一
万
世
帯
に
配
布
す
　
て
い
っ
た
。

る
ち
ら
し
作
り
も
始
ま
っ
た
。
　
　
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ー
ト
に
協
力

　
　
一
足
早
く

　
国
連
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
Ｅ
Ｓ

Ｄ
の
十
年
」
に
連
動
し
た
わ
が

国
の
実
施
計
画
が
今
年
三
月

末
、
策
定
さ
れ
た
。

　
平
和
、
貧
困
、
環
境
な
ど
多

様
な
探
題
が
あ
る
中
、
わ
が
国

は
大
量
生
産
・
大
量
消
費
の
生

活
ス
タ
イ
ル
や
産
業
構
造
の
転

輪
を
広
げ
る
活
動
模
索

を
お
願
い
し
ま
す
」

　
一
月
二
十
Ｅ
日
午
前
八
時
半
。

京
山
中
の
全
校
生
徒
七
百
五
十
人

に
、
科
学
部
長
・
守
本
祐
一
と
副

部
長
・
小
延
靖
史
は
、
朝
社
台
の

上
か
ら
呼
び
掛
け
た
。

　
科
学
部
が
二
年
生
に
行
っ
た
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
、
「
地
球
温
暖
化
」

の
言
葉
を
9
9
％
が
知
っ
て
い
た

が
、
興
味
を
持
つ
生
徒
は
1
9
％
だ

け
。
「
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
た

め
に
も
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
」
。
二

人
は
声
を
張
り
上
げ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
駱
）
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i　ご意見をお寄せください。〒7oo-8734､山陽新

ｉ聞｢国際貢献取材班｣。ファクス(o86-245-5296)、

Iメール(kOkUSai＠Sany0.0りi.CO･jp)･。④○＠○　地域で動く
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